
ピンポンダッシュの法則！？！？！？②    

 前号で，こんな質問をさせていただきました。 

① ピンポンダッシュを主にする学年は？ 

② ピンポンダッシュをする時の人数は？ 

➂ 見つかったときに必ず言うことは？ 

 解答を出しながら，このピンポンダッシュにあ

る法則？について考えていきたいと思います。 

① いたずらする子どもの法則 

   ほとんどがギャングエイジの３・４年生 

② いたずらする子どもの人数の法則 

   ３人～４人の少人数グループ。 

➂ 見つかったときに言う言葉の法則 

 ＊実行犯「ぼくだけじゃありません。」 

 ＊見守り犯「ぼくはやっていません。」 

    

        

 上のイラストのような場合，見つかるのはたい

てい実行犯のＡです。ＢとＣは離れた場所にいる

ので見つかりません。しかし，見つかってしまっ

たＡは，「ぼくだけじゃありません。」と言い，遠

くにいるＢとＣを指さします。 

 離れたところにいたＢとＣも見つかってしまい

ます。すると二人は，「ぼくたちはやっていません。

見ていただけです。」と言います。 

さて，ＢとＣには罪はないのでしょうか？この

場合「同罪」と考えるのが妥当だと思います。 

 ピンポンダッシュは通常一人でやることはあり

ません。離れて見ている仲間がいるからこそ，行

動が大胆になり自制心が働かず，見つかるまでい

たずらが止まらなくなってしまうのです。 

 子どもたちの多くは，いたずらをするとき「や

っていいことか悪いことなのか」は分かっていま

す。しかし，集団になると「悪いことだから止め

よう。」と言えない雰囲気，同調圧力が働くのです。 

集団の中で「止めよう」と言うことは気持ちだ 

 

けでは無理です。具体的な場面を想定して，何を

どう言えばよいかを考え，その子なりの表現でや

めさせる言葉が使えればよいと思います。 

「悪いことはしてはだめ。」という正論でも，「悪

いことは絶対に見つかるよ。ぼくは怒られるのは

いやだな。」という一見弱気の言葉でも，その集団

を止めることができ，いたずらに至らなければ勝

ちになるということを教えたいと思います。 

最近では，モニター付きチャイムや防犯カメラ

を設置する家が増えたため，幸いなことにピンポ

ンダッシュは激減しています。 

今日は赤穂浪士討ち入りの日です。     

 時代劇として人気のある忠臣蔵で，大石内蔵助

が率いる赤穂浪士が，主君浅野内匠頭の仇の吉良

上野介を討ち取ったのが，今から 317 年前の

1703年１２月１４日です。 

 先日，「忠臣蔵の決算書」という本からおもしろ

いものを見つけたのでその一部を紹介します。 

〇討ち入り総経費：700両＝約8600万円 

〇当時のものの値段を現代に換算 

 そば１６文＝約480円 ➡ 1文＝30円 

 ・豆腐一丁＝１２文（約360円） 

 ・寿司一貫＝ ４文（約120円） 

〇戦国時代から江戸時代の武器の値段 

物 品 等 金額(現在の金額) 備  考 

騎 馬 400万円～100万円 今の車と同じ位 

鉄 砲 
６0万円～５0万円 織田家購入価格 

２５０万円 上杉家購入価格 

弾＋火薬 １発3000円 火薬の原料輸入 

刀（太刀） 700万円～2万円 身分で違う 

や り 5万円 足軽が使うもの 

弓 50万円～２万円  

甲 冑 数千万円～10万円 身分で違う 

 「馬1頭で100万円以上するんだ。」こんな雑

学を頭に入れて，時代劇を見ると今までと違う面

白さを発見できるかもしれません。 
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